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Windows版 ThumbDV 用 BlueDV（未校正） 

Shu JA3GQJ 

ThumbDV（14 ページに写真）は DVmega や DV4mini とは違い無線機（ディジタル 

トランシーバ）を使わずにパソコンだけで D-Star システムのリフレクターが利用できる 

USB スティックですが、オランダの PA7LIM  Daiv（BlueDV ソフト作者）さんの web 

http://software.pa7lim.nl/BlueDV/BETA/Windows/で、Windows 版のしかも ThumbDV 用の 

BlueDVソフトのプレベータヴァージョンがアップされていましたので早速使ってみること 

にしました。当初は BlueSpot と言われてその基板と DVmega のセットをスマホで操作する 

ものでした。途中名前が BlueDV に変わったり、基板と DVmega のセットが Windows パソ 

コンで使えるようになったりしましたが、今度は基板と DVmega のセットではなく 

ThumbDV だけで使用できるようになりました。機能的には、D-Star だけではなく DMR と 

Fusion が扱えるようですが取敢えず D-Star の機能だけを使ってみることにしました。 

使用するための前提 

① ダウンロードしたソフト（zip形式）を解凍するソフト（Lhasa等）が予めWindows 

パソコンにインストールされている事。 

② ソフトが巧く動作しないときは.net frameworks 4.5をインストールしてみる事。 

③ インターネットに接続出来る事。 

④ 当局のパソコンの OSはノート型（６４ビット）、タブレット型（３２ビット？）、 

ディスクトップ型（３２ビット）共 Window10ですが何故かディスクトップ型は 

受信音が細切れに途切れて使い物になりません。パソコンの個性によってソフトが 

動作しない場合があることを知っておく事。 

⑤ CCS7の７桁の IDを取得済みの事。（巻末 APPENDIX照）ただし、不要の場合がある 

⑥ パソコン用のマイクロホン（1,000円程度）とスピーカーが用意できる事。 

 

１．ソフトのダウロード 

「ココ」をクリック → 開いたベージで BlueDV-09390-preBETA.zip①をクリック →  

ページの下に表示される「保存」②をクリックでダウロードできます③。ダウンロード 

先はWindous10ディフォルトのフォルダー「ダウンロード」④です。 

 

http://software.pa7lim.nl/BlueDV/BETA/Windows/
http://software.pa7lim.nl/BlueDV/BETA/Windows/
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２．ソフトのインストール 

 「ダウンロード」フォルダのダウンロードした BlueDV-09390-preBETA.zip①を解凍ソフト 

（Lhasa等）で解凍して BlueDV-09390-preBETA.msi ②(Windowsインストーラーパッケイジ) 

ファイルを生成する。 

 

 

 

当局の場合はディスクトップの B l u e D V- 0 9 3 9 0 - p r e B E TA いうフォルダーに 

そ の フ ァ イ ル ② が 生 成 さ れ ま し た の で そ の フ ァ イ ル を ク リ ッ ク す る と 

「ユーザーアカウント制御」③がポップアップし、「はい」④のクリックで 

インストールを開始します。 

 

 

 次のページのようにプロセスの進行に従って「Welcome to the BlueDV Windows  

setup Wizard」⑤ →「Confirm installation」⑥ →「Select installation Folder」 

⑦の画面がポップアップしますのでそれぞれ「N e x t」をクリックします。 

するとプログレスバー⑧が表示される「 I n s t a l l i n g  B l u e D V W i n d o s」→ 

「Installation Complete」⑨のポップアップで終了です。 

①  

② 

③ 

④ 
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３．ソフト、インストール先の確認とディスクトップアイコンの作成 

 C ドライブの Program Files に BlueDV と言うフォルダー①がありさらにその中に 

BlueDVWindowsと言うフォルダー②が生成されています。 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 
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 その中の B lueD V. exe③を右クリック  →「プロパティ」④  →「送る」⑤ を 

選択  →  開いた画面で「ディスクトップ（ショートカットを作成）」⑥を 

クックしたらディストップにショートカットアイコン⑦が生成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ② 

③ 

⑦ 
④ 

⑤ 

⑥ 
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４．ソフトの起動 

 T h u m b D V を装着しないでディスクトップに作ったアイコンをクリック 

すると下図のような画面がポップアップします。 

 

５．COMポートの確認 

 T h u m b D V を装着して C O M ポートが認識されているかどうかディバイス 

マネージャーを開いて（開き方は巻末 APPENDIX参照）確認します。この例では COM8 

が ThumbDVを認識したポートです。 

 

 

６．使用前の設定 

 ThumbDVのポート確認後 → ソフト再起動して →「Menu」タグ選択 → 

→ BlueDV Windowsの「Setup」①をクリック → 設定画面②（次のページ）を開く。 

（この時点ではポート確認だけで ThumbDVは装着してない為 Firmware Not Detected③が表示されて 

ソフトはまだ動作していません。） 

 

①  

③ 
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 設定項目（丸の中の数字は図面の数字に対応）は 

A) Generalフレーム④ 

Your Call⑤（JA3GQJ）, Serial Port⑥（自動認識のためパソコンによって異なるがこの

例では COM8）, Save QSO Log⑦（チェックマーク）, RX/TX Color⑧（チェック 

マーク）, DV 3000⑨（ボーレートは 460800を選択） Mode Time⑩ （ディフォルト 

で OK。しかし、パソコンに依存すので後から調整が必要かも・・・） 

B) DStarフレーム⑪ 

DSTAR Module ⑫(ディフォルトの D), Enable at start⑬（チェックマーク）、 

Default reflector⑭（ブランクにする）。 

C) FUSIONフレーム⑮ 

QTH Location⑯(各人のグリットロケーター) 

D) DMRフレーム⑰ 

DMR ID⑱（CCS7の７桁の数字） 

 以上で「Save」⑲をクリックして閉じる。その他の項目はディフォルトのまま。 

続いて、BlueDV Windowsの「Exit」⑳で一旦ソフトを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 

⑳ 

⑲ 

② 
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７．ソフトの再起動 

 必要項目の設定が終わったので再度ディスクトップのアイコンをクリック 

→ ソフトを起動 → BlueDV for Windows①の画面で SERIAL②が ON (左半分がブル

ー) Firmware が AMBE3000R③になっていたら動作は正常です。どうやら SERIAL②は 

ソフトをオンオフ（シャットダウンではない）するボタンのようです。 

使用開始後に項目の再設定をする場合 SERIAL②を OFF(左半分が白)にしないと MENU 

タグの SETUP機能が動作せず設定画面が開けません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続いて、DSTARボタン④をクリック（左半分ブルー） → リフレ クタ選択プル 

ダウンメニュー⑤、モジュール選択プルダウンメニュー⑥、Link, Unlinkボタン⑦⑧、 

プロトコル（REF,DCS,XRF）選択ラジオボタン⑨が表示されます。 

 

 

 

 そして、ステータススクリーン⑩には大文字小文字合わせて次の 11項目があります。 

        (Frequency), (DMR master), (CALL), (NAME), (DMRID), (IDLE),  

(Firmware), (Last ref), (LISTENING), (BER), (Status) 

  今回はこのうち送受信で CALL, NAME, DMRID, IDEL, LISTENING, Status に注目して 

みてください。又、ステータススクリーン⑩の右のスクリーン⑪には交信局の時間、 

コールサイン、名前、モードが表示されます。ThumbDVが装着されていない状態で 

SERIALを ONにすると Statusが Can not open COM portになります。 

 

 

 

①  

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ ⑪ 
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８．受 信 

続いて、リフレクタ選択プルダウンメニュー⑤でリフレクター選択  → 

モジュール選択プルダウンメニュー⑥で選択モジュール → パソコンのスピーカ 

音量調整 → 受信待機。 

 受信が始まるとステータススクリーン⑩の色が赤に変化（先の設定で RX/TX Color に 

チェックマークを付けたから）、縦の TXバー⑫及びステータススクリーンの下の小さな 

スクリーン⑬（ここにはリンク先が表示される）も赤色になり S メーター⑭が作動して 

いるのが分かる。NAME⑬は CCS7に登録するときに入力したデーターが読み込まれる。 

DMRIDは CCS7の取得番号⑮です。 

８．送 信 

 パソコンのマイクゲインを調整して、 Sメーター左横の AMBE3000①をクリック → 

 On AIR表示に変化② → ステータススクリーンがグリーンに変化 → ステータス 

スクリーンの LISTENINGが RX③になって → RXの右に送信時間（相手側の受信 

時間？）④が表示される。Sメーターは送信時オーディオのレベルメーターになる。 

 RXの下の BER⑤は Bit Error Ratio (ビットエラーレショ)受信側でのデータービットの 

欠落の割合を表示するものと思われます。 RXバー⑥もグリーンなります。 

余談ですがスクリーンの色が受信時赤、送信時グリーンで LITENINGが送信時に RX、 

受信時に TXに変化するのには違和感があります。・・・・・ 

９．Updateタグ 

このタグを選択すると Update DSTAR hosts, Update call database, Update BM masters と 

いう三つのリスト（次のページ①）が表示されます。推測ですが Update call databaseは 

ソフトのフォルダー（次のページ②）にある CCS7 ID (Excelの dmrid.csv)取得者リスト

の更新で、Update BM mastersもソフトのフォルダー（次のページ②）にあり、これは 

設定画面の DMR master のリストです。一番肝心な Update DSTAR hosts の 

ファイルが見つかりませんので自分でリフレクターの追加変更ができません。 

⑭ 
⑩ 

⑫ 

⑬ 

⑮ 

①  ② 

③ ④ 

⑤ 
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１０．AMBEタグ 

？？？？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Shu As of May 30, 2017 

①  

② 
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APPENDIX 

１．CCS7とは 

"CCS"は "Callsign Communication System"の略です。 ２０１０年前後に G2 コール 

サインルーティングシステムの最適な代替として開発されました。しかし、このシス 

テムは、DCSリフレクターシステムが非常に高速に成長し、主要なシステムとなった 

ドイツ語圏で最初に使われました。CCSは DCSリフレクタメカニズムを使用して、コー 

ルサインルーティングのためにリピータを相互に接続します。当初 CCS-IDと言われ 4桁 

の数値コードを使用していましたが 2014年末には多くの利用に対応出来なくなり 2015 

年ころ７桁の数値が採用され呼び方が CCS７-IDになったようです。DCSレフレクターと 

の関係が深く国内では REFリフレクター以上になじみの薄いものでしたが最近国内でも 

XRFリフレクターの開設が進み DCS、REF、XRFリフレクターを利用するためのドン 

グルのソフトを設定するときに必要になってきています。 

 

２．CCS7-IDを取得する方法 

https://register.ham-digital.org/ をクリックして開いたページの Step1の「Register services 

for an individual callsign (including private hotspots and private repeaters)」①を選択して 

Callsign②に自分のコールサイン入力 →「OK」③をクリック → Step２の「Request 

A DTMF-ID to use the CCS service」④が選択されていることを確認 → 「OK」⑤を 

クリック → DMR MARC Networkページ⑥が開く。 

 

 

DMR MARC Networkページ最下部の「User Ragistration」⑦をクリック → DMR  

user Registration Callsign Validation画面⑧が開く → コールサインを入力⑨ →  

Validate⑩をクリック → データ入力画面が開く⑪ → （11ページへ） 

①  

②  

③  

④ 

⑤ 

https://register.ham-digital.org/
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QRZ.COMへの登録がないと番号を取得できないかもしれません。QRZ.COMへの登録

方法はウエブページ（「qrz.com登録方法」で検索）などを参考にしてください。 

 

 

 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 
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「require」の処⑫にデータを入れる → その右の赤い枠の中の文字⑬をテキスト 

ボックス⑭に入れる → 「Register」⑮をクリックで不具合のコメントがなければ登録 

終了です。72時間以内にメールで ID番号の連絡があります。 

赤枠の文字が読みにくい場合は自分の読み易い文字が出るまで⑯をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

Country⑰はディフォルトで Japanになっているので State/Prov欄⑱はプルダウン 

メニューで国内の地域を選択入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑬ 

⑰ 

⑱ 

⑫ 

⑫ 
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３．ディバイスマネージャー表示方法 

 ディスクトップ画面の左下隅の窓型アイコンを右クリック① → ポップアップ画面で

「ディバイスマネージャー」②を選択 → ディバイスマネージャーが開く③ → 「ポ

ート（COM と LPT）」④をクリック。 

 

 

 

 

４．初めてソフトを起動する時に表示される「Windowsセキュリティの重要な警告」では 

「アクセスを許可する（A）」ボタンをクリックする。 

 

①  

② 

③ 

④ 
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ThumbDV写真 
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